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46．3，3’－L－Diiodothyronine（3，3’－T2）のradioim・

　　munoassay
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　　　（京大・2内）

　抗3，3’－L－Diiodothyronine（以下T2）抗体は，

T2とBSAとの抱合物をFreund’s　adjuvantと共

に家兎に免疫して作製し，最終稀釈15，000倍にて

使用した．抗体はT・と0．0002％，T3と0．0125％，

rT3と0．8％以下，3－T・と7％の交叉反応を示し

た．1251－T2はダイナボット社より提供をうけた．

緩衝液としてVeronal　buffer　pH　8・6を用い，　T2

とTBGとの結合阻害には，8－ANS（0．35　mg／m1）

を使用した．検体血清（または血漿）は，標準溶

液と並行して，1251－T2および抗T2抗体と共に，

4°C，20時間インキュベートし，二抗体法により

BとFを分離してbound％を計算し，　T2濃度を

求めた．

　高T2濃度を示した血清をT2フリー血清で稀釈

した稀釈曲線は標準曲線とよく平行し，平均回収

率は約96％と良好であった．再現性ではintra－

assay　variation　lま6．3～8．O％，　interassay　variation

は2．0～17．5％であった．

　健常人12名の血中T2濃度は4．2士1．4n9／d1，未

治療甲状腺機能低下症9例では1．9±0．8ng／d1と

低く，未治療甲状腺機能充進症9例では，17．1±

15．8ng／dlと高値であった．また，慢性腎不全で

人工透析をうけている患者10例では，血中T2は

75土2．3ng／d1と高く，　Anorexia　nervosaなど飢

餓状態では2．1±0．5ng／dlと低値を示した．

47．immunoradiometric法による抗サイログロブ

　　リン抗体測定の検討

○笠木　寛治　　高坂　唯子

　小西　淳二　　鳥塚　莞爾

　　　　（京大・放核）

　ミドリ十字社のimmunoradiometric（サンドイ

ッチ法）による抗Thyroglobulin（Tg）抗体測定用

kitの検討を行なった．方法はあらかじめTgで

coatingされたtubeに血清を加え，45°C，2時間

のincubationを行ない．反応液を吸引しtubeを

洗浄したあと，1251－Tgを加え45°C，1時間再び

incubateする．再度吸引，洗浄操f乍を行なった後，

tubeのradioactivityを測定した．2回のincuba－

tionでその温度と時間を変えてアッセイへの影響

を検討したが，原法通りの方法が適当と考えられ

た．患者血清を用いた場合のtubeへの結合count

をP，kitに添付してある抗体陰性のコントロール

血清を用いた場合の結合countをNとして抗体

価をP／N比として表現した場合，本アッセイの

再現性は，10例のintraassayおよび7例のinter－

assayにおいてその変動係数が7．6～14．8％に分布

した．

　抗体陽性の各種血清を生食にて段階希釈をし，

そのP／N比を求めると，それらは希釈によりほ

ぼ平行して低下した．P／N比がkitで定められた

正常範囲内2．1以下を示した時の希釈倍数でもっ

て抗体価を表現し，感作赤血球凝集反応（サイロ

イドテスト）による測定値と比較すると，両者間

に良好な相関関係が認められた．健常人52例は全

例が本法での正常範囲内2．1以下に分布した．バ

セドウ病では26例中15例（61．5％），橋本病では

36例中30例（83．396）が陽性を示し，高値のもの

はP／N比が100以上の値を示した．これに比べ，

サイロイドテストでは健常人では全例陰性，バセ

ドウ病では19．2％（5／26），橋本病では36．1％（13／

36）が陽性を示した．本アッセイは橋本病におけ

る陽性率が高く，その診断に有用であると考えら

れた．
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